
平成26年度2月補正予算の概要

（注）記載事業は主なものであるため、合計額は一致しない。

安全・安心対策の推進 予算額 約６９億円

経済・雇用対策の推進 予算額 約２５億円

（単位：千円）

（単位：千円）

■平成26年8月豪雨・12月豪雪の被害を踏まえた対策 1,427,060
　　　　○ 地域農林水産業再建特別支援事業（県単、雪害対策） 38,000
　　　　○ 産地重要種苗緊急導入事業（県単、雪害対策） 6,000
　　　　○ 県単林業生産等支援事業（県単公共、雪による倒木対策） 15,000
　　　　○ 河川雪害対策緊急事業（県単維持、雪による倒木対策） 50,000
　　　　○ 道路雪害対策緊急事業（県単維持、雪による倒木対策） 200,000
　　　　○ 土砂災害危険箇所緊急調査事業（一般公共） 579,900
　　　　○ 災害復旧事業 448,560
　　　　○ 国直轄事業 89,600

■大規模災害を迎え撃つための県土強靱化 3,566,743
　　　　○ 一般公共事業 2,019,000
　　　　○ 国直轄事業 1,547,743

■いのちと暮らしのセーフティネットの確保 1,350,000
　　　　○ 生活福祉資金相談体制整備事業（国補） 850,000
　　　　○ 医療施設スプリンクラー等整備事業（国補） 500,000

■もうかる農業・林業の実現に向けた基盤づくり 2,237,513
　　　　○ 農業構造改革支援基金積立金（国補） 116,503
　　　　○ 野菜集出荷施設再編整備事業（国補） 238,500
　　　　○ 新規就農総合支援事業（国補） 172,125
　　　　○ 森林整備加速化・林業飛躍事業（国補） 1,710,385

■地域経済や県民生活を支える公共事業の実施 231,001
　　　  ○ 一般公共事業 231,001

総事業費 176億円
（予算額 95億円）

公共事業全体の事業費は116億円！

（予算額は49億円）

国の「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」に呼応し、
切れ目なく経済・雇用対策を展開するとともに、
昨年の豪雨災害や豪雪災害を踏まえた各種対策などを
迅速に実施するための補正予算を編成

「命を守るための大規模
災害対策基金」（7億円）
を初めて活用！


